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概  要 

 

超硬合金(WC-Co)は、高精度加工の工具や金型として広く利用されているが、

銅に対する耐摩耗性に問題がある。これは、超硬合金に含まれる Coに起因す

ると考えられる。そこで、Co を FeAl に置き換えた超硬合金（WC-FeAl）に

より工具（チップ）を試作し、純銅に対する切削加工時の摩耗を調べた。その

結果、WC-FeAl の使用により銅の接触部での工具摩耗の低減を確認した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来の WC-Co 製切削工具は、純銅を加工すると摩耗が急速に進展する。一

方、開発したWC-FeAl 製切削工具では、純銅の加工でも摩耗量を抑制するこ

とができ、約 40%工具寿命が向上した（図１参照）。この結果より、同じ形状

の切削工具において WC-FeAl を用いると長寿命化が可能となる。 

本技術の 

有用性 

WC-FeAl は耐熱性や耐酸化性に優れる硬質材料であるが、WC-Co が苦手と

する銅の接触による摩耗にも有用である。本材料は銅合金の加工用工具や金型

として、環境や温度の影響をあまり受けずに使用できるものと期待する。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 銅・銅合金用工具、金型など銅との接触部で摩耗が進む箇所の部材 
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図 1 純銅の乾式切削試験後の各超硬合金製切削チップの逃げ面の外観写真 


